
 

 

 

 

募集に関する質問及び回答について 

VER.令和５年２月２７日 

 

 
※本資料についてはメールにより照会のあった質問及びそれらに付随し応募までの間に広く知らしめる必要があると思わ

れるものを掲載しました。追加の質問については、随時更新しますのでホームページで確認願います。  

 

・ 2 月 10 日  № 5-2、 11 追加  

 ・ 2 月 13 日  № 12 追加  

 ・ 2 月 27 日  № 13 追加  

 



 

 
質 問 回   答 

１  募集要項「５  新設こども園の

運営に係る諸条件について」Ｐ５

（９）地域子ども・子育て支援事

業中「幼稚園型Ⅰについては必須

とします。」とあるが、他の形態で

実施することは可能か。  

本項で定める「幼稚園型Ⅰの必須とします。」は新設するこども園に在籍する１

号認定児の教育時間の前後の預かり保育を義務付けするもので、形態としての「幼

稚園型Ⅰ」にこだわるものではありません。実施する事業の形態に関わらず、こ

の条件を上回る取組については、評価の際のポイントとして考慮します。  

２  公募に際して用意すべき「図

面」に形式的な決まりはあるか。 

 「様式４－１」の各室の面積や計画における各部屋の配置の妥当性の根拠が説

明できる平面図等の資料があれば、特に様式は問いません。  

 

※この応募の段階で作成していただく図面については市の補助事業の対象外とな

ります。  

 

  



 
質 問  回   答  

３  新設園の職員について、既存の

中央保育園、北条幼稚園の職員を

引き継いでいただくことは可能

か。  

現職員の就労に関し市が一方的に決めることはできません  

しかしながら、会計年度任用職員に関しては、全員を継続雇用するだけの業務が

無くなることから、移行後は雇用を継続しない職員も生じます。  

ついては、移行園に現在勤務する職員と共に、他の園に勤務する職員に対しても、

雇用条件等お示しいただくなど、転職に関し希望者を募る機会を設ける予定です。 

 

 
質 問  回   答  

４  貸与を受ける現北条幼稚園舎

について、建物修繕等の費用負担

に対する考え方を教えてくださ

い。  

また、ランニングコスト等運営に

係る費用負担について決定して

いることがあれば教えてくださ

い。  

現北条幼稚園施設については、協定の有効期間中、運営法人の責任と負担を持

って、教育保育に支障ないよう、健全な状態を維持していただきます。  

また、運営に係る一切の費用及び必要な施設整備は、運営法人に負担いただき

ます。  

また、開設にあたり、受電設備や受水設備等、園の規模が大きくなることによ

る設備の増強が必要となる場合においても同様です。  

 

 

  



 

 
質 問 回   答 

５  ５－１  

各学年の定員についてはどの

ように想定されているのでしょ

うか。また、各学年最低限満たす

定員はありますか。（それを想定

しないとクラス編成など考えら

れない。）  

想定しているのは１号認定に係る３歳児の１０人程度のみです。  

他については、現状を踏まえ、運営法人の提案を伺います。  

 

５－２  追加問  

定員設定について、「程度」とあ

る１号認定と２号認定の比率変

更は可能か。２号認定の比率を増

やしたい  

応募の段階では募集要項にお示しした条件に沿って、各保育室定員（面積基準等）や職員配

置（定数）の合理性などを勘案して提案してください。 

なお、要項にも記載しているとおり、令和７年度の開園時における各認定区分の定員につい

ては、今後の令和７年度を初年度とする次期「子ども・子育て支援事業計画」策定の際のニー

ズ量調査の結果や整備補助金申請、設置届に係る千葉県との協議において、その時点で最適な

規模に変更する場合があります。 

 

 
質 問 回   答 

６  １号認定１２０人程度（内、３

歳児は１０人程度）となっていま

すので、３歳児１０人、４歳児５

５人、５歳児５５人のような構成

を想定されているようですが、自

園の経験などで考えると３歳児

（以下）を受け入れていれば、３

歳（以下）で入園する子が多く、

このように４歳で急に増えると

は考えにくいが如何か。  

 

こども園での３歳児１号認定の受入れは本市で初めての試みとなります。  

こども園の認定基準において、満３歳以上の短時間児及び長時間児の共通利用

時間は３５人以下でクラス編成するとされており、園の合理的な運営のほか２号

認定の受け入れ枠を考慮し、現中央保育園の３歳児の在籍人数を差し引いた約１

０人の定員でスタートを想定しています。  



 

 
質 問 回   答 

７  ２号認定８５人で、学年が上が

るにつれ人数が減るとは考えら

れないので、３歳児は２８人以下

になると思います。同じように１

歳児は２８人以下となり、そうす

ると０歳児は１９人以上となり

ます。０歳児３人につき保育教諭

１人が必要になりますが、その想

定で７人の保育教諭が必要にな

りますか。  

 

 

２号認定は、年間を通じて在籍するのが一般的な１号認定とは異なり、保護者

の就労形態や育児休業からの復帰・転出入等、年度途中における人数の変動があ

ります。  

具体例をお示しすると、年度途中で出生するお子さんは、保護者が働いている

場合には年度途中で入所、働いていない場合には家庭保育になるなど、出生数と

入所者数は一致しませんが、通常は年度後半に向けて入所が難しくなる傾向にあ

ります。  

従いまして、認定こども園の設置認可を得る際には年齢区分毎にそれぞれの定

員を設定することになりますが、施設面積や保育士定数などの条件を満たした上

で、実態に合わせた柔軟な受入をしていくことになります。  

そうしたことを踏まえると職員配置の兼ね合い等、合理的な計画（職員定数で

割り切れる設定）とするなど実際の運営を念頭に検討いただきたいと考えます。  

 

  



 

 
質 問 回   答 

８  定員設定の情報として以下の

点をご教示願います。  

〇中央保育園と北条幼稚園の各

学年の在籍児童数  

 

〇市内こども園の各学年の定員

と在園児数  

令和４年１０月１日現在  

在籍人数  

中央保育園 
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 

10  17 20 24  

北条幼稚園 
年少 年長   

51  59   

 

定員  

・船形こども園  

２・３号  ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

6 10 12 20 21 21 

１号  年少 年長  

25 25 

 

・房南こども園  

２・３号  ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

6 11 12 13 14 14 

１号  年少 年長  

15 15 

 

・九重こども園  

２・３号  ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

3 10 10 15 16 16 

１号  年少 年長  

10 10 

 



 

在籍人数  

・船形こども園  

２・３号  ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

5 12 13 17 12 12 

１号  年少 年長  

2 3 

 

・房南こども園  

２・３号  ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

5 10 9 11 17 9 

１号  年少 年長  

3 2 

 

・九重こども園  

２・３号  ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

3 10 11 14 12 12 

１号  年少 年長  

1 3 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
質 問  回   答  

９  現状、中央保育園と北条幼稚園

に障害を持ったお子さんが何人

在籍していて、担当する職員は何

人いますか。  

 

 

中央保育園で支援が必要な園児５人に対し、３人の職員を配置しています。  

北条幼稚園で支援が必要な園児１４人に対し、６人の職員を配置しています。  

北条幼稚園の預かり保育で支援が必要な園児７人に対し、４人の職員を配置して

います。  

 

新設こども園では何人程度が

利用するか推計していますか。  

開園当初は、中央保育園と北条幼稚園の在園児のほとんどが新設こども園へ通

うものと見込んでおります。支援が必要な園児は減少傾向にはありません。  

 

 

 

 
質 問  回   答  

10 ことばの教室は引き続き、この

こども園で行うことを想定して

いるか  

 

現時点では新設するこども園での実施を想定していますが、実施方法の詳細は

決まっていません。  

 

 
質 問  回   答  

11 既存園舎の設備（保育室や多目的

室等）の用途を変更した場合、新

たに建設する園舎に代替の設備

を設ける必要はあるか。  

代替の設備については、認定こども園として設備の基準を満たすほか、募集要

項に定める事業の実施及び、この「募集に関する質問及び回答について」にて実

施を求められる事業に必要な設備の確保ができれば、代替の設備の設置は必要あ

りません。  

なお、既存園舎設備の用途変更は、認定こども園の認可基準に定める設備への

変更に限られます。  



 

 
質 問  回   答  

12 学校給食センターの車両から園

舎への搬入方法及び建設する上

で配慮が必要なことはあるか  

館山市学校給食センターからの外部搬入は、募集要項に記載のとおり、「市と運

営法人の協議が整った場合に限り（※）、館山市学校給食センターからの外部搬入

が可能」としており、現時点で館山市学校給食センターからの外部搬入が決定し

ているものではありません。  

 

※市学校給食センターが市の業務として移行園への給食提供を行うことはできま

せん。「協議が整った場合に限り」とは館山市学校給食センター業務の PFI 事業者

である「㈱館山学校給食サービス」と運営法人の間で各種条件を協議し契約が成

立することを指します。従いまして同事業者からの外部搬入が行えないこともあ

り得ます。  

 

参考までに、現在の搬入方法は、搬入車両最後部から車輪付きのコンテナによ

る水平移動で行っています。  

 

13 プレゼンテーションの方法につ

いて  

・１法人あたりのプレゼンテー

ション時間及び質疑応答時間

は何分か  

・パソコンは持ち込みか  

・プレゼンテーション時間 :２０分以内  

・質疑応答時間 :  プレゼンテーション後、１０分程度  

 

プレゼンテーション中に委員側から質問はしません。  

 

・会場にある機器：プロジェクター、スクリーン、ＨＤＭＩケーブル  

プロジェクターとの接続方法はＨＤＭＩです。  

 

・プロジェクター使用の場合は、プレゼンデータの入ったパソコンを持ち込んで

ください。  

 

 


